
仏検1級・準１級２次試験対策

夏季集中講座

本講座では、時事問題「ヤングケアラー」を題材に取り上げ、

このテーマに対する自身の exposé として使えるよう、フランス語訳を試みていく。

フランス語に訳す過程で、まず、このテーマに関してフランスで報道されている資

料を読み込み、活用できる語彙 · 表現をチェックする。

次に、ヤングケアラーに関して考えを整理するにあたり必要な情報をフランス語で

表現する際に必要な、「表現モデル※」「仏作文の要諦※※」「フランス語名詞化辞典」

を学習し、これらを活用してヤングケアラーに関する情報をフランス語で表現する

方法を学習する。また、得られたフランス語の文章は、２次試験の exposé として

活用できるよう暗唱する。

１　ヤングケアラーとは

２　ヤングケアラーの現状

３　ヤングケアラーが生じる背景

４　ヤングケアラーが被る問題

５　ヤングケアラー問題解決の対策

「表現モデル※」及び「仏作文の要諦※※」

大賀正善先生の不朽の名作と誉れ高い「現代仏作文のテクニック」（大修館書店 1978 年）の中で説明されてい

る、約 200 の表現モデルと約 40の「仏作文の要諦」（現代仏作文の中では「仏作文の要諦」という名称を冠せ

られていませんが、大賀先生が「表現モデル」とともにフランス語を書く際に注意すべき点は重要なテクニッ

クのことです）。

使用テキスト
「現代仏作文のテクニック」（大賀正善、大修館書店 1978 年）
「フランス語名詞化辞典」（大賀正善、大修館書店 2004 年）


